
PTA 主催 教育講演会 

『『『『子子子子どものどものどものどもの心心心心のののの発達発達発達発達にににに合合合合わせたわせたわせたわせた子育子育子育子育てのコツてのコツてのコツてのコツ』』』』 

～お父さんお母さん、ここは頑張ろう！ここは力を抜こう！～ 

日日日日    時時時時 

2012 年 6 月 6 日 10:45-12:20 

主主主主    催催催催 

三木市立緑が丘東小学校 PTA 

講講講講    師師師師 

大阪彩都心理センター 竹田伸子（臨床心理士） 

 http://saitokodomo.com/ 

内内内内    容容容容 

小学校６年間に、子どもの心はどのように発達していくのか、 

そして、親はどう関わればよいのかについて、お話しいたします。 

 

低学年（１～２年生）は、「自律性」を育み生活習慣を形作る時期。 

子育てで力を入れるべきところは・・・。 

 

中学年（３～４年生）は「客観性」が育つ時期。「秩序」を学び社会性を身につける時です。 

この時期は、「秩序」を意識して子育てをしましょう・・・。 

 

高学年（５～６年生）は思春期の入り口。自己の内側から揺らぎ始めます。 

親の関わりで最も大切なことは・・・。 

 

～＊～＊～＊～ 参加者の感想 ～＊～＊～＊～ 

・生活習慣、父親のあり方、兄弟の扱い、思春期の対応など、日頃から気になっていたことを 

ズバリ聞くことができました。 

・自分の子供のことを話されているかと思うほど、タイムリーなお話ばかりでした。 

・我が子は高学年に入っているので、もっと早くに学んでいればもっと良い対応ができたかもと思いました。 

・とても参考になるお話ばかりで、今日聞かれなかったお母さん方にも教えてあげたくなる内容でした。 


